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註 ： 本 Lattice Diamond 日本語マニュ アルは、 日本語によ る理解のため一助と し て提供し ています。 作成にあたっては各 ト ピ ッ クについて可能な限 り 正確を期し てお 

第 21 章 　 ECO エデ ィ ター

21.1 概要と 起動

　 ECO （Engineering Change Order） エデ ィ ターは、 論理合成から配置配線などのプ ロセス を再実行せずに  
ネ ッ ト リ ス ト レベルでデザイ ンの修正を可能にする ツールです。 修正が可能な項目は次の とお り です。

• I/O ポー ト の属性

• PLL の一部パラ メ ータ

• EBR 初期化フ ァ イルの設定 ・ 更新

• 内部ノード のポー ト への引き出し

　 起動するには図 21-1 内の赤枠で示すア イ コ ン を ク リ ッ クするか、 メ ニ ューバーで [Tools] → [ECO   
Editor] と たど り ます。

図 21-1. ECO エデ ィ ターの起動

21.2 I/O 属性の変更

　 ウ ィ ン ド ウ下部には、冒頭に列記し た項目ご と にタブが用意されています。[sysIO Setting] タブを選択し て 
I/O 属性を編集し ます ( 図 21-2)。 黒色文字表記の属性 （I/O タ イプなど） ではな く 、 薄緑文字表記の属性 
（プル設定やド ラ イブ強度、 スルーレー ト 、 オープン ド レ イ ン設定、 ヒ ステ リ シスなど） が変更でき ます。

図 21-2. ECO エデ ィ ターの起動後の画面例～ sysIO 設定タブ
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り ますが、 必ずし も網羅的あ るいは最新でない可能性や、 オ リ ジナル英語版オン ラ イ ンヘルプや各種ド キ ュ メ ン ト と不一致があ る可能性があ り 得ます。 疑義が生じ
た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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　 変更する値は各セルを ク リ ッ クする と現れるプルダウ ン表示のみが許容されています （その他のタブでも
同様です）。 ”NA” 表示のセルは変更でき ません。 また、 属性と し て表示される項目はデバイ ス ・ フ ァ ミ リ ー
ご と に異な り ます。

　 何らかの変更を し た後は必ず保存し ます。

21.3 PLL 設定の変更

　 [PLL Programming] タブを選択し て編集し ます。 図 21-3 に ECP5 の例を示し ます。 何らかの変更を し た後  
は保存し ます。

図 21-3. PLL 設定タブの例 （ECP5）

21.4 メ モ リ ー初期化フ ァ イルの更新

　 デザイ ンで メ モ リ ーを用いていて、 かつ （コ ン フ ィ グレーシ ョ ン時に） 初期化する場合、 [Memory Initial- 
ization] タブを選択し て更新 ・ 編集でき ます。 例えばモジ ュール生成ツールで ROM を生成し て （第 4.2.3.2
節） 組み込んだ場合が該当し ます。 また、 （Risc-V や Lattice Mico8/Mico32 などの） 組み込みコ ン ト ローラ を 
実装し た場合で、 プロ グ ラ ムやデータのみを変更する場合などは、 論理合成から配置配線までの処理時間を
省略でき るため、 特に有用です。

　 図 21-4 のよ う に、 意図する メ モ リ ーの （”EBR Components” 行か） 元々の初期化フ ァ イル （拡張子 .mem）  
が表示されている ”Memory File” 行のど こかをダブルク リ ッ クする と、 図 21-5 の設定ウ ィ ン ド ウ ””Update  
Initial Memory” が立ち上が り ます。

図 21-4. メ モ リ ー初期化タブの例 （表示調整の操作後）

　 特に初期化し ている メ モ リ ー ・ イ ン ス タ ン スが複数あ る場合などは、 タブを切 り 替え直後には表示されて
いない [Setting] カ ラ ムを見え る よ う にし た り 、少な く ない行数で表示される [EBR Components] セ ク シ ョ ンを 
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畳む （行頭の ”V” 印を ク リ ッ クする） などの操作で見やす く する こ と で、 意図する .mem の対象 メ モ リ ーを
特定する こ と が容易にな り ます。

図 21-5. ”Update Initial Memory” ウ ィ ン ド ウ （ブラ ン ク時）

　 「File Format」 と し ては 3 種類が選択でき ます。 初期化データ を保持する フ ァ イルをブラ ウズ後に指定し て 
（「Memory File」 セルを満た し）、 有効になる Update ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 問題が無ければ図 21-6 のよ  
う な確認画面がポ ッ プア ッ プし ます。 指定フ ォーマ ッ ト が異なる場合や、 サイ ズが対象 メ モ リ ーと不整合の
場合はエラーが通知されます。 変更を し た後は必ず保存し ておき ます。

図 21-6. メ モ リ ー初期化フ ァ イル更新の成功通知

21.5 内部 ノ ード の引き出し

　 [Signal Probes] タブを選択し て内部 ノード を未使用ピンに引き出す編集を し ます。引き出すために配線が付 
加されますので、 当該ノード （ネ ッ ト 、 パス） へのタ イ ミ ングの影響や、 引き出し信号自体の遅延が生じ る
こ と を理解し てお く 必要があ り ます。

　 図 21-7 の例のよ う に、 意図する ノード行の ”Available IO” セルを ク リ ッ ク し て選択後、 ダブルク リ ッ ク し  
ます。する と プルダウ ン形式で、候補と な る空き ピンが リ ス ト されますので、 この中から選択し ます。図 21- 
7 では 125 番の信号を引き出そ う と し ています。

　 全てのピンを決定し た後、左側のア イ コ ン を ク リ ッ ク し て編集内容を適用させ、その後に ア イ コ

ンで DRC を実行し ます。 コ ン ソールをチェ ッ ク し て DRC エラーがないこ と を確認し ます。

　 図 21-8 例では引き出し たポー ト が最下段に追加されています。 ピンの色付き表示の属性は第 21.2 節と同 
じ よ う に編集が可能です。 編集が全て完了し た ら、 保存し て ECO エデ ィ ターを終了し ます。

　 最後に、 書き込みフ ァ イル生成プロセスのみを再実行し ます。 図 21-9 のよ う に ”Export Files” プロセス を  
選択し て右ク リ ッ ク後、 ”Rerun” を選択する、 または ”Export Files” 行をダブルク リ ッ ク し ます。 後者の場合
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は、 意図する出力フ ァ イル ・ サブプロセスのチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し て有効にし ておき ます。

図 21-7. Signal Probes タブによ る内部 ノ ード の引き出し例

図 21-8. 追加された引き出しポー ト の表示例

図 21-9. Export Files の再実行

--- *** ---
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